■出版企画書

仮タイトル：
『逆転の人間関係術：「普通」のあなたが世界を変える方法』

企画概要：
これは、会社の人事評価やの商談、就職活動や受験の面接、人脈づくりなどにおいて「自分には何も誇れるような強みがない」、「周りから高評価を得られるような魅力や武器がない」と悩む人向けの本です。
多くの類書では、「市場価値の高いスキルを身に付け、どこでも評価される人材になろう」「自己分析で個人的適性を知り、自分だけの武器を手に入れよう」と語られています。しかし、それでは上手くいきません。なぜなら、市場価値の高い稀少スキルや、どこに行っても通用する強い武器を獲得するのは現実的に極めてハードルが高く、ほとんどの人には無理だからです。何もないところから「武器」を生み出すより、「武器がなくても戦える方法」の方が、より本当の意味で求められています。

私は、「相手の心を掴むための仕込みを事前にする」というシンプルな習慣づくりで、現段階で特に「強み」がない人でも、今後様々な場面で「この人は信頼できる」「とても優秀な人物だ」と、高い評価を獲得できるように導きます。

特徴的なメソッドは、以下の3つです。
· アイスブレイクでは絶対に「天気の話」をしてはいけない
· 会社で一番怖いお局のハートを撃ち抜く、メロメロ大作戦
· 最終面接の途中で社長に「内定」と言わせた、あの時の秘密

著者プロフィール：安斎 響市（あんざい きょういち）
1987年生まれ。日系大手メーカー海外営業部、外資系大手ＩＴ企業の事業企画部長などを経て、2023年に独立。過去の著作に、『すごい面接の技術 転職活動で「選ばれる人」になる唯一の方法』（ソーテック社）、『転職の最終兵器 未来を変える転職のための21のヒント』（かんき出版）など。

目次案

第１章　自分には「強み」が何もない… をなくす方法
1-1.　自己分析には、何の価値もない
1-2.　キャリアの棚卸をしても、何もない棚からは何も出て来ない
1-3.　たった30分だけ相手のことを考えれば、あなたの人生は変わる

第２章　なぜ、あなたには「強み」がないのか？
2-1.　「どこでも通用する強み」は、あなたには手に入らない
2-2.　「スキル」や「実績」だけでは、相手の心には響かない
2-3.　結局、「この人はやってくれそうだな」がすべてを決めている

第３章　「強み」は、スペックや経歴ではなく行動に宿る
3-1.　アイスブレイクでは絶対に「天気の話」をしてはいけない
3-2.　「そういえば、フジロック行ったんですか？」が持つ破壊力
3-3.　会社で一番怖いお局のハートを撃ち抜く、メロメロ大作戦
3-4.　交際2ヵ月、ある日突然のプロポーズを成功させた要因
3-5.  実際に会う前から、もうお前は俺に惚れている

第４章　最高評価を得るための準備は、どんな状況でも可能である
4-1.　ただ手土産を持って行っただけで、相手から感激される方法
4-2.　社内の打ち合わせで主導権を握る人が、5分前にやっていること
4-3.　さりげない優しさが、超絶モテるビジネスパーソンを作り上げる
4-4.　最終面接の途中で社長に「内定」と言わせた、あの時の秘密
4-5.　手に入れたもの自体ではなく、その「漢気」が価値になる

第５章　たった30分の仕込みで、あなたの人生は変わる
5-1.　ボーナスステージへの隠し通路は、実はそこら中にある
5-2.　過去のクソショボい自分を売るな、未来に光り輝く自分を売れ
5-3.　ラブストーリーは突然に、仕込まれたドッキリは必然に
5-4.　ここ一番の勝負では、ベタなコミットメントが結局は強い
5-5.　たった30分の小さな努力の繰り返しが、あなたの最強の武器になる
